
(57)【要約】

【課題】走行条件に応じてクリープトルクを好適な値に

変更してクリープ走行を行うことができるクリープトル

ク制御装置を提供すること。

【解決手段】ＥＣＵはステップ７１において、クリープ

走行カウンタの値を「１」インクリメントする。次に、

ＥＣＵはステップ７２においてクリープ走行カウンタの

値がカウンタしきい値Ｃ１より小さいかどうかを判断す

る。ステップ７２においてＥＣＵが、クリープ走行カウ

ンタの値がカウンタしきい値Ｃ１以上であると判断する

と、ＥＣＵは処理をステップ７４に移行する。ステップ

７４においてＥＣＵは車速が車速しきい値Ｖ１より大き

いかどうかを判断し、車速が車速しきい値Ｖ１以下であ

ると判断すると、ＥＣＵは処理をステップ７５に移行す

る。ステップ７５においてＥＣＵはクリープトルクを「

Ｔ０」より大きい値「Ｔ１」に変更する。

【選択図】　　　　図４
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
エ ン ジ ン の 出 力 軸 と 一 体 的 に 回 転 す る フ ラ イ ホ イ ー ル に 対 す る ク ラ ッ チ デ ィ ス ク の 圧 着 荷
重 を 制 御 す る こ と で ク リ ー プ 走 行 を 行 う た め の ク リ ー プ ト ル ク を 出 力 す る ク リ ー プ ト ル ク
制 御 装 置 に お い て 、
車 速 を 検 出 す る 検 出 手 段 と 、
前 記 ク リ ー プ ト ル ク を 出 力 し て か ら の 経 過 時 間 を 測 定 す る 測 定 手 段 と 、
車 速 と 経 過 時 間 と の 関 係 に 基 づ き 前 記 ク リ ー プ ト ル ク の 大 き さ を 変 更 す る 変 更 手 段 と を 備
え た こ と を 特 徴 と す る ク リ ー プ ト ル ク 制 御 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 変 更 手 段 は 車 速 を 判 定 す る 車 速 し き い 値 と 、
経 過 時 間 を 判 定 す る 経 過 時 間 し き い 値 と を 備 え て お り 、
前 記 変 更 手 段 は 経 過 時 間 が 前 記 経 過 時 間 し き い 値 を 超 え て も 車 速 が 前 記 車 速 し き い 値 を 超
え な か っ た 場 合 に ク リ ー プ ト ル ク を よ り 大 き い 値 に 変 更 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に
記 載 の ク リ ー プ ト ル ク 制 御 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 車 速 し き い 値 及 び 前 記 経 過 時 間 し き い 値 が 複 数 設 定 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 ２ に 記 載 の ク リ ー プ ト ル ク 制 御 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 変 更 手 段 は 車 速 と 経 過 時 間 と の 関 係 か ら ク リ ー プ ト ル ク を 変 更 す る 演 算 式 を 有 し て お
り 、
前 記 変 更 手 段 は 前 記 演 算 式 に 基 づ い て ク リ ー プ ト ル ク を 変 更 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
１ に 記 載 の ク リ ー プ ト ル ク 制 御 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 ク リ ー プ ト ル ク は 、 前 記 演 算 式 に よ っ て 上 限 値 が 設 定 さ れ て お り 、 前 記 変 更 手 段 は 前
記 上 限 値 を 超 え て ク リ ー プ ト ル ク を 変 更 し な い こ と を 特 徴 す る 請 求 項 ４ に 記 載 の ク リ ー プ
ト ル ク 制 御 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
エ ン ジ ン の 出 力 軸 と 一 体 的 に 回 転 す る フ ラ イ ホ イ ー ル に ク ラ ッ チ デ ィ ス ク を 圧 着 す る こ と
で ク リ ー プ 走 行 を 行 う た め の ク リ ー プ ト ル ク を 出 力 制 御 す る ク リ ー プ ト ル ク 制 御 装 置 に お
い て 、
車 両 の 前 後 方 向 の 勾 配 を 検 出 す る 検 出 手 段 を 備 え 、
前 記 検 出 さ れ た 勾 配 が 勾 配 し き い 値 を 超 え た 時 、 ク リ ー プ ト ル ク を よ り 大 き い 値 に 変 更 す
る こ と を 特 徴 と す る ク リ ー プ ト ル ク 制 御 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
エ ン ジ ン の 出 力 軸 と 一 体 的 に 回 転 す る フ ラ イ ホ イ ー ル に ク ラ ッ チ デ ィ ス ク を 圧 着 す る こ と
で ク リ ー プ 走 行 を 行 う た め の ク リ ー プ ト ル ク を 出 力 制 御 す る ク リ ー プ ト ル ク 制 御 装 置 に お
い て 、
車 両 重 量 を 検 出 す る 検 出 手 段 を 備 え 、
前 記 検 出 さ れ た 重 量 が 重 量 し き い 値 を 超 え た 時 、 ク リ ー プ ト ル ク を よ り 大 き い 値 に 変 更 す
る こ と を 特 徴 と す る ク リ ー プ ト ル ク 制 御 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 ク リ ー プ ト ル ク 制 御 装 置 に 関 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 、 車 両 用 自 動 変 速 機 に お い て は 、 エ ン ジ ン の 作 動 時 で シ フ ト レ バ ー 、 車 速 及 び ア ク セ
ル ペ ダ ル の 踏 み 込 み 量 な ど が 所 定 の 条 件 で あ れ ば 、 エ ン ジ ン の 動 力 が 駆 動 輪 に つ な が っ た
状 態 と な り 、 ア ク セ ル ペ ダ ル を 踏 ま な く て も 車 両 が ゆ っ く り 動 き 出 す 、 所 謂 ク リ ー プ 現 象
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が 生 じ る こ と が 知 ら れ て い る 。 （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 。 ）
ま た 、 近 年 、 既 存 の マ ニ ュ ア ル ト ラ ン ス ミ ッ シ ョ ン に ア ク チ ュ エ ー タ を 取 り 付 け 、 運 転 者
の 意 志 若 し く は 車 両 状 態 に よ り 一 連 の 変 速 操 作 （ ク ラ ッ チ の 断 接 、 ギ ア シ フ ト 、 セ レ ク ト
） を 自 動 的 に 行 う オ ー ト メ イ テ ィ ッ ド マ ニ ュ ア ル ト ラ ン ス ミ ッ シ ョ ン シ ス テ ム （ Ａ Ｍ Ｔ シ
ス テ ム ） が 本 出 願 人 に よ り 提 案 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
こ の Ａ Ｍ Ｔ シ ス テ ム に お い て は 、 車 両 が 所 定 の 条 件 に あ れ ば ク ラ ッ チ デ ィ ス ク を フ ラ イ ホ
イ ー ル に 圧 着 制 御 す る こ と に よ っ て 、 意 図 的 に ク ラ ッ チ ト ル ク （ ク リ ー プ ト ル ク ） を 駆 動
輪 に 伝 達 し 、 車 両 走 行 （ ク リ ー プ 走 行 ） さ せ る ク リ ー プ 制 御 が 行 わ れ て い る 。 従 っ て 、 運
転 者 は ア ク セ ル ペ ダ ル を 踏 み 込 ま な く て も 車 両 を 駆 動 す る こ と が で き 、 ブ レ ー キ ペ ダ ル を
踏 み 込 ん だ り 離 し た り す る の み で 車 両 を 駆 動 制 御 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 平 ７ － ７ ７ ２ ２ ６ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
と こ ろ が 、 従 来 の Ａ Ｍ Ｔ シ ス テ ム に お い て は 、 出 力 す る ク リ ー プ ト ル ク は 常 に 所 定 の ト ル
ク に 設 定 さ れ て い た 。 従 っ て 、 例 え ば 車 両 の 登 坂 時 や 車 両 の 重 量 が 大 き い 時 な ど ク リ ー プ
走 行 を 行 う た め に 強 い ク リ ー プ ト ル ク が 必 要 と な る 走 行 条 件 に お い て は 十 分 な ク リ ー プ ト
ル ク が 得 ら れ ず 、 運 転 者 が ブ レ ー キ ペ ダ ル を 離 し て ク リ ー プ 走 行 を 行 お う と し て も 所 望 の
ク リ ー プ 走 行 を 行 え な い 場 合 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
本 発 明 は 、 上 記 問 題 点 を 解 決 す る た め に な さ れ た も の で あ っ て 、 そ の 目 的 は 、 走 行 条 件 に
応 じ て ク リ ー プ ト ル ク を 好 適 な 値 に 変 更 し て ク リ ー プ 走 行 を 行 う こ と が で き る ク リ ー プ ト
ル ク 制 御 装 置 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 は 、 エ ン ジ ン の 出 力 軸 と 一 体 的 に 回 転 す る フ ラ イ ホ イ ー ル に 対 す る
ク ラ ッ チ デ ィ ス ク の 圧 着 荷 重 を 制 御 す る こ と で ク リ ー プ 走 行 を 行 う た め の ク リ ー プ ト ル ク
を 出 力 す る ク リ ー プ ト ル ク 制 御 装 置 に お い て 、 車 速 を 検 出 す る 検 出 手 段 と 、 前 記 ク リ ー プ
ト ル ク を 出 力 し て か ら の 経 過 時 間 を 測 定 す る 測 定 手 段 と 、 車 速 と 経 過 時 間 と の 関 係 に 基 づ
き 前 記 ク リ ー プ ト ル ク の 大 き さ を 変 更 す る 変 更 手 段 と を 備 え た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
請 求 項 ２ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 に お い て 、 前 記 変 更 手 段 は 車 速 を 判 定 す
る 車 速 し き い 値 と 、 経 過 時 間 を 判 定 す る 経 過 時 間 し き い 値 と を 備 え て お り 、 前 記 変 更 手 段
は 経 過 時 間 が 前 記 経 過 時 間 し き い 値 を 超 え て も 車 速 が 前 記 車 速 し き い 値 を 超 え な か っ た 場
合 に ク リ ー プ ト ル ク を よ り 大 き い 値 に 変 更 す る よ う に し た 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
請 求 項 ３ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 ２ に 記 載 の 発 明 に お い て 、 前 記 車 速 し き い 値 及 び 前 記 経
過 時 間 し き い 値 を 複 数 設 定 す る よ う に し た 。
請 求 項 ４ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 に お い て 、 前 記 変 更 手 段 は 車 速 と 経 過 時
間 と の 関 係 か ら ク リ ー プ ト ル ク を 変 更 す る 演 算 式 を 有 し て お り 、 前 記 変 更 手 段 は 前 記 演 算
式 に 基 づ い て ク リ ー プ ト ル ク を 変 更 す る よ う に し た 。
【 ０ ０ １ ０ 】
請 求 項 ５ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 ４ に 記 載 の 発 明 に お い て 、 前 記 ク リ ー プ ト ル ク は 、 前 記
演 算 式 に よ っ て 上 限 値 が 設 定 さ れ て お り 、 前 記 変 更 手 段 は 前 記 上 限 値 を 超 え て ク リ ー プ ト
ル ク を 変 更 し な い よ う に し た 。
【 ０ ０ １ １ 】
請 求 項 ６ に 記 載 の 発 明 は 、 エ ン ジ ン の 出 力 軸 と 一 体 的 に 回 転 す る フ ラ イ ホ イ ー ル に ク ラ ッ
チ デ ィ ス ク を 圧 着 す る こ と で ク リ ー プ 走 行 を 行 う た め の ク リ ー プ ト ル ク を 出 力 制 御 す る ク
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リ ー プ ト ル ク 制 御 装 置 に お い て 、 車 両 の 前 後 方 向 の 勾 配 を 検 出 す る 検 出 手 段 を 備 え 、 前 記
検 出 さ れ た 勾 配 が 勾 配 し き い 値 を 超 え た 時 、 ク リ ー プ ト ル ク を よ り 大 き い 値 に 変 更 す る よ
う に し た 。
【 ０ ０ １ ２ 】
請 求 項 ７ に 記 載 の 発 明 は 、 エ ン ジ ン の 出 力 軸 と 一 体 的 に 回 転 す る フ ラ イ ホ イ ー ル に ク ラ ッ
チ デ ィ ス ク を 圧 着 す る こ と で ク リ ー プ 走 行 を 行 う た め の ク リ ー プ ト ル ク を 出 力 制 御 す る ク
リ ー プ ト ル ク 制 御 装 置 に お い て 、 車 両 重 量 を 検 出 す る 検 出 手 段 を 備 え 、 前 記 検 出 さ れ た 重
量 が 重 量 し き い 値 を 超 え た 時 、 ク リ ー プ ト ル ク を よ り 大 き い 値 に 変 更 す る よ う に し た 。
【 ０ ０ １ ３ 】
（ 作 用 ）
請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 ク リ ー プ ト ル ク を 出 力 し て か ら の 経 過 時 間 の 測
定 と 車 速 の 検 出 と を 行 う こ と に よ り 、 車 速 の 上 昇 が 不 足 し て い る か ど う か が 判 断 さ れ る 。
そ の た め 、 車 速 の 上 昇 が 不 足 し て い る と 判 断 さ れ た 場 合 に は 変 更 手 段 に よ っ て ク リ ー プ ト
ル ク を 好 適 な 値 に 変 更 す る こ と が で き る 。 従 っ て 、 例 え ば 車 両 が 登 坂 中 で あ っ た り 、 過 積
載 で あ っ た り 等 の 走 行 状 態 に よ っ て ク リ ー プ ト ル ク に よ る 車 速 の 上 昇 が 不 足 し た 場 合 で も
変 更 手 段 に よ っ て ク リ ー プ ト ル ク が よ り 大 き い 値 に 変 更 さ れ る の で ク リ ー プ 走 行 が 好 適 に
制 御 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
請 求 項 ３ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 車 速 し き い 値 及 び 経 過 時 間 し き い 値 を 複 数 設 定 す る こ と
に よ り 車 速 及 び 経 過 時 間 の 条 件 を 細 か く 場 合 分 け し て そ れ ぞ れ の 領 域 内 で ク リ ー プ ト ル ク
の 変 更 が 行 わ れ る 。 従 っ て 、 ク リ ー プ ト ル ク は 細 か く 変 更 さ れ 、 車 両 の 走 行 状 況 に 応 じ た
最 適 な ク リ ー プ ト ル ク が 出 力 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
請 求 項 ４ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 変 更 手 段 は 車 速 と 経 過 時 間 と の 関 係 に よ っ て ク リ ー プ ト
ル ク の 変 更 値 を 決 定 す る 演 算 式 を 備 え て い る た め 、 該 演 算 式 に よ っ て ク リ ー プ ト ル ク を 変
更 す る こ と が で き る 。 従 っ て 、 ク リ ー プ ト ル ク を 変 更 す る 際 に 演 算 負 荷 が 抑 制 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
請 求 項 ５ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 ク リ ー プ ト ル ク の 変 更 を 許 可 す る 上 限 値 を 備 え た た め 、
ク リ ー プ ト ル ク は 該 上 限 値 以 上 の ト ル ク で 出 力 さ れ る こ と は な い 。 従 っ て 、 ク リ ー プ ト ル
ク の 出 力 は 所 定 範 囲 以 下 に 制 御 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
請 求 項 ６ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 検 出 手 段 に よ り 検 出 さ れ た 勾 配 が 、 勾 配 し き い 値 を 超 え
る と ク リ ー プ ト ル ク が よ り 大 き い 値 で 出 力 さ れ る 。 従 っ て 、 例 え ば 登 坂 路 に お い て 車 両 が
傾 斜 し て い る 状 態 で は ク リ ー プ ト ル ク を よ り 大 き い 値 で 出 力 す る こ と に よ り 登 坂 路 に お い
て 好 適 な ク リ ー プ 走 行 が 制 御 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
請 求 項 ７ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 検 出 手 段 に よ っ て 検 出 さ れ た 重 量 が 重 量 し き い 値 を 超 え
る と ク リ ー プ ト ル ク が よ り 大 き い 値 で 出 力 さ れ る 。 従 っ て 、 例 え ば 車 両 の 積 載 量 が 多 く 車
両 の 重 量 が 大 き く な っ て い る 状 態 で は ク リ ー プ ト ル ク を よ り 大 き い 値 で 出 力 す る こ と に よ
り 積 載 量 に 応 じ て 好 適 な ク リ ー プ 走 行 が 制 御 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
（ 第 １ の 実 施 の 形 態 ）
以 下 、 本 発 明 を 具 体 化 し た 第 １ の 実 施 の 形 態 を 図 １ ～ 図 １ ０ に 従 っ て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
図 １ は 、 本 発 明 を 適 用 し た 車 両 制 御 シ ス テ ム の 概 略 構 成 図 で あ る 。 同 車 両 制 御 シ ス テ ム に
お い て 、 内 燃 機 関 で あ る エ ン ジ ン １ ０ の 出 力 軸 （ ク ラ ン ク シ ャ フ ト ） と 一 体 的 に 回 転 す る
フ ラ イ ホ イ ー ル １ ０ ａ に 自 動 ク ラ ッ チ ２ ０ が 組 み 付 け ら れ 、 そ の 自 動 ク ラ ッ チ ２ ０ を 介 し
て 自 動 変 速 機 ３ ０ が 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
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エ ン ジ ン １ ０ に は 、 吸 入 空 気 量 を 調 節 す る ス ロ ッ ト ル バ ル ブ １ １ と 、 ス ロ ッ ト ル バ ル ブ １
１ の 開 度 （ ス ロ ッ ト ル 開 度 ） を 検 出 す る た め の ス ロ ッ ト ル セ ン サ １ ２ と 、 ス ロ ッ ト ル バ ル
ブ １ １ を 開 閉 駆 動 す る ス ロ ッ ト ル 用 ア ク チ ュ エ ー タ １ ３ と が 配 設 さ れ て い る 。 エ ン ジ ン １
０ へ の 吸 気 通 路 １ ９ に は 、 ス ロ ッ ト ル バ ル ブ １ １ を 迂 回 し て 該 ス ロ ッ ト ル バ ル ブ １ １ の 上
流 側 と 下 流 側 と を 互 い に 連 通 さ せ る バ イ パ ス 通 路 １ ７ が 形 成 さ れ て い る 。 こ の バ イ パ ス 通
路 １ ７ の 途 中 に は 、 周 知 の リ ニ ア ソ レ ノ イ ド 式 の ア イ ド ル ス ピ ー ド コ ン ト ロ ー ル バ ル ブ （
Ｉ Ｓ Ｃ バ ル ブ ） １ ８ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
Ｉ Ｓ Ｃ バ ル ブ １ ８ は ス ロ ッ ト ル バ ル ブ １ １ が 全 閉 と な る エ ン ジ ン １ ０ の ア イ ド ル 回 転 時 に
そ の ア イ ド ル 回 転 を 安 定 さ せ る た め に 作 動 さ せ る も の で あ り 、 バ イ パ ス 通 路 １ ７ を 開 閉 す
る こ と に よ っ て 吸 入 空 気 量 を 調 整 し て い る 。 従 っ て 、 エ ン ジ ン １ ０ の ア イ ド ル 回 転 時 に 、
Ｉ Ｓ Ｃ バ ル ブ １ ８ の 開 度 が 制 御 さ れ る こ と に よ り 、 バ イ パ ス 通 路 １ ７ を 流 れ る 空 気 量 が 調
整 さ れ 、 エ ン ジ ン 回 転 数 Ｎ ｅ 及 び エ ン ジ ン 出 力 が 調 整 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
車 両 運 転 者 に よ り 踏 み 込 み 操 作 さ れ る ア ク セ ル ペ ダ ル １ ４ に は 、 ア ク セ ル ペ ダ ル １ ４ の 操
作 量 （ ア ク セ ル 開 度 ） を 検 出 す る ア ク セ ル セ ン サ １ ５ が 設 け ら れ て い る 。 そ し て 、 こ の ア
ク セ ル セ ン サ １ ５ に て 検 出 し た ア ク セ ル 開 度 に 基 づ い て ス ロ ッ ト ル 用 ア ク チ ュ エ ー タ １ ３
が 駆 動 さ れ 、 車 両 運 転 者 に よ る ア ク セ ル 操 作 に 応 じ た エ ン ジ ン 出 力 が 得 ら れ る よ う に な っ
て い る 。 さ ら に 、 エ ン ジ ン １ ０ に は エ ン ジ ン 回 転 数 Ｎ ｅ を 検 出 す る エ ン ジ ン 回 転 数 セ ン サ
１ ６ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
自 動 ク ラ ッ チ ２ ０ は 、 機 械 式 （ 乾 燥 単 板 式 ） の 摩 擦 ク ラ ッ チ ２ １ と 、 ク ラ ッ チ レ バ ー ２ ２
と 、 ク ラ ッ チ レ バ ー ２ ２ を 介 し て 摩 擦 ク ラ ッ チ ２ １ に よ る 回 転 伝 達 を 操 作 す る ク ラ ッ チ 用
ア ク チ ュ エ ー タ ２ ３ と を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
摩 擦 ク ラ ッ チ ２ １ は 、 自 動 変 速 機 ３ ０ の 入 力 軸 ３ １ と 一 体 的 に 回 転 す る ク ラ ッ チ デ ィ ス ク
２ １ ａ を 備 え て い る 。 摩 擦 ク ラ ッ チ ２ １ は 、 上 記 フ ラ イ ホ イ ー ル １ ０ ａ に 対 す る ク ラ ッ チ
デ ィ ス ク ２ １ ａ の 圧 着 荷 重 が 変 化 さ れ る こ と で 、 フ ラ イ ホ イ ー ル １ ０ ａ 及 び ク ラ ッ チ デ ィ
ス ク ２ １ ａ 間 の 回 転 伝 達 （ 以 下 、 「 ク ラ ッ チ ト ル ク （ Ｔ ｃ ｌ ） 」 と い う ） を 変 化 さ せ る 。
そ し て 、 入 力 軸 ３ １ は ク ラ ッ チ ト ル ク Ｔ ｃ ｌ の 大 き さ に 従 っ て 駆 動 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
ク ラ ッ チ 用 ア ク チ ュ エ ー タ ２ ３ は 、 そ の 駆 動 源 と し て 直 流 電 動 モ ー タ ２ ４ を 備 え 、 同 モ ー
タ ２ ４ の 駆 動 に よ り ロ ッ ド ２ ５ を 前 方 又 は 後 方 に 移 動 （ 進 退 ） さ せ て ク ラ ッ チ レ バ ー ２ ２
を 動 か す 。 こ れ に よ り 、 ク ラ ッ チ レ バ ー ２ ２ を 介 し て レ リ ー ズ ベ ア リ ン グ ２ ７ を 押 動 し 、
こ れ に 弾 接 す る ダ イ ヤ フ ラ ム ス プ リ ン グ ２ ８ を 変 形 さ せ て プ レ ッ シ ャ プ レ ー ト ２ ９ に 圧 着
荷 重 を 生 ぜ し め る 。 ク ラ ッ チ 用 ア ク チ ュ エ ー タ ２ ３ は 、 ロ ッ ド ２ ５ を 介 し て ク ラ ッ チ レ バ
ー ２ ２ を 動 か す こ と で 、 上 述 の 態 様 で プ レ ッ シ ャ プ レ ー ト ２ ９ を 介 し て 上 記 フ ラ イ ホ イ ー
ル １ ０ ａ に 対 す る ク ラ ッ チ デ ィ ス ク ２ １ ａ の 圧 着 荷 重 を 変 化 さ せ 、 摩 擦 ク ラ ッ チ ２ １ に よ
る 回 転 伝 達 を 操 作 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
具 体 的 に は 、 ロ ッ ド ２ ５ が 前 方 に 移 動 （ 進 行 ） さ れ 同 ロ ッ ド ２ ５ に よ り ク ラ ッ チ レ バ ー ２
２ が 図 １ の 右 側 に 押 さ れ る と 、 上 記 フ ラ イ ホ イ ー ル １ ０ ａ に 対 す る ク ラ ッ チ デ ィ ス ク ２ １
ａ の 圧 着 荷 重 は 低 減 さ れ る よ う に な っ て い る 。 逆 に 、 ロ ッ ド ２ ５ が 後 方 に 移 動 （ 退 行 ） さ
れ ク ラ ッ チ レ バ ー ２ ２ が 戻 さ れ る と 、 上 記 フ ラ イ ホ イ ー ル １ ０ ａ に 対 す る ク ラ ッ チ デ ィ ス
ク ２ １ ａ の 圧 着 荷 重 は 増 加 さ れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
こ こ で 、 ロ ッ ド ２ ５ の 移 動 位 置 （ ス ト ロ ー ク ） と 摩 擦 ク ラ ッ チ ２ １ に よ る 回 転 伝 達 と の 関
係 に つ い て 説 明 す る 。 ロ ッ ド ２ ５ を 前 方 に 移 動 （ 進 行 ） さ せ て い く と 、 最 終 的 に は 上 記 フ
ラ イ ホ イ ー ル １ ０ ａ に 対 す る ク ラ ッ チ デ ィ ス ク ２ １ ａ の 圧 着 荷 重 が 略 皆 無 と な る 。 こ の と
き 、 上 記 フ ラ イ ホ イ ー ル １ ０ ａ 及 び ク ラ ッ チ デ ィ ス ク ２ １ ａ は 切 り 離 さ れ て 、 こ れ ら フ ラ
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イ ホ イ ー ル １ ０ ａ 及 び ク ラ ッ チ デ ィ ス ク ２ １ ａ 間 の 回 転 伝 達 は な く な る 。 以 下 、 こ の と き
の ロ ッ ド ２ ５ の ス ト ロ ー ク を ス タ ン バ イ 位 置 と い う 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
こ の ス タ ン バ イ 位 置 か ら ロ ッ ド ２ ５ を 後 方 に 移 動 （ 退 行 ） さ せ て い く と 、 上 記 フ ラ イ ホ イ
ー ル １ ０ ａ に 対 す る ク ラ ッ チ デ ィ ス ク ２ １ ａ の 圧 着 荷 重 は そ の 移 動 量 に 応 じ て 増 加 す る 。
こ の と き 、 上 記 圧 着 荷 重 に 応 じ た 回 転 数 差 （ ス リ ッ プ 量 ） を 有 し て 上 記 フ ラ イ ホ イ ー ル １
０ ａ 及 び ク ラ ッ チ デ ィ ス ク ２ １ ａ 間 の 回 転 伝 達 が な さ れ る 。 特 に 、 こ の よ う な ロ ッ ド ２ ５
の 移 動 （ 退 行 ） に よ る 圧 着 荷 重 の 増 加 に よ り 、 上 記 回 転 数 差 （ ス リ ッ プ 量 ） が 略 皆 無 と な
る と 、 フ ラ イ ホ イ ー ル １ ０ ａ 及 び ク ラ ッ チ デ ィ ス ク ２ １ ａ は 同 期 回 転 す る 。 従 っ て 、 上 記
ス タ ン バ イ 位 置 か ら 同 期 時 の 移 動 位 置 ま で の 間 で ク ラ ッ チ 用 ア ク チ ュ エ ー タ ２ ３ に よ り ロ
ッ ド ２ ５ の 移 動 量 を 制 御 す る こ と で 、 上 記 フ ラ イ ホ イ ー ル １ ０ ａ 及 び ク ラ ッ チ デ ィ ス ク ２
１ ａ 間 の ス リ ッ プ 量 が 制 御 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
こ の 同 期 時 の 移 動 位 置 か ら 更 に ロ ッ ド ２ ５ を 後 方 に 移 動 （ 退 行 ） さ せ て い く と 、 上 記 フ ラ
イ ホ イ ー ル １ ０ ａ に 対 す る ク ラ ッ チ デ ィ ス ク ２ １ ａ の 圧 着 荷 重 は そ の 移 動 量 に 応 じ て 更 に
増 加 す る 。 そ し て 、 ロ ッ ド ２ ５ が ク ラ ッ チ レ バ ー ２ ２ か ら 離 隔 さ れ る と 、 余 剰 の 圧 着 荷 重
が 付 与 さ れ た 状 態 で こ れ ら フ ラ イ ホ イ ー ル １ ０ ａ 及 び ク ラ ッ チ デ ィ ス ク ２ １ ａ は 同 期 回 転
す る 。 こ の と き の ロ ッ ド ２ ５ の ス ト ロ ー ク を 完 全 係 合 位 置 と い う 。 従 っ て 、 ク ラ ッ チ 用 ア
ク チ ュ エ ー タ ２ ３ に よ り 上 記 ロ ッ ド ２ ５ を 上 記 完 全 係 合 位 置 に 保 持 す る こ と で 、 摩 擦 ク ラ
ッ チ ２ １ は 完 全 係 合 状 態 と な っ て 上 記 フ ラ イ ホ イ ー ル １ ０ ａ 及 び ク ラ ッ チ デ ィ ス ク ２ １ ａ
は 同 期 回 転 制 御 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
こ の よ う に 、 ク ラ ッ チ 用 ア ク チ ュ エ ー タ ２ ３ の ロ ッ ド ２ ５ の ス ト ロ ー ク に 応 じ た 摩 擦 ク ラ
ッ チ ２ １ に よ る 回 転 伝 達 の 制 御 に よ り 、 入 力 軸 ３ １ に 伝 え ら れ る ク ラ ッ チ ト ル ク Ｔ ｃ ｌ が
好 適 に 制 御 さ れ 、 例 え ば 円 滑 な 車 両 発 進 性 や 的 確 な 加 速 性 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
な お 、 本 実 施 形 態 で は 、 ロ ッ ド ２ ５ の ス ト ロ ー ク と 、 該 ロ ッ ド ２ ５ の ス ト ロ ー ク に 応 じ て
変 化 す る ク ラ ッ チ ト ル ク Ｔ ｃ ｌ と は 、 図 ２ に 示 す 関 係 を 有 し て い る 。 自 動 ク ラ ッ チ ２ ０ に
は 、 ア ク チ ュ エ ー タ ２ ３ の ロ ッ ド ２ ５ の 移 動 位 置 （ ス ト ロ ー ク ） を 検 出 す る ス ト ロ ー ク セ
ン サ ２ ６ が 設 け ら れ て お り 、 こ の ス ト ロ ー ク セ ン サ ２ ６ に て 検 出 さ れ る ス ト ロ ー ク に 基 づ
い て 摩 擦 ク ラ ッ チ ２ １ に よ る 回 転 伝 達 の 状 態 が 表 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
本 実 施 形 態 に お け る 自 動 変 速 機 ３ ０ は 、 入 力 軸 ３ １ 及 び 出 力 軸 ３ ２ を 備 え て お り 、 自 動 変
速 機 ３ ０ の 入 力 軸 ３ １ は 、 摩 擦 ク ラ ッ チ ２ １ の ク ラ ッ チ デ ィ ス ク ２ １ ａ に 動 力 伝 達 可 能 に
連 結 さ れ 、 出 力 軸 ３ ２ は 、 車 軸 （ 図 示 略 ） に 動 力 伝 達 可 能 に 連 結 さ れ て い る 。 ま た 、 自 動
変 速 機 ３ ０ に は 、 入 力 軸 ３ １ の 回 転 数 を 検 出 す る 回 転 数 セ ン サ ３ ３ が 設 け ら れ て お り 、 こ
の 入 力 軸 ３ １ の 回 転 数 及 び ギ ア 比 に 基 づ い て 車 両 の 速 度 （ 車 速 ） が 求 め ら れ る 。 ま た 、 自
動 変 速 機 ３ ０ に は 、 出 力 軸 ３ ２ の 回 転 数 を 検 出 す る 回 転 数 セ ン サ ３ ７ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
自 動 変 速 機 ３ ０ は 、 変 速 段 の 切 り 替 え を 操 作 す る た め の 変 速 用 ア ク チ ュ エ ー タ ４ １ を 備 え
て お り 、 該 変 速 用 ア ク チ ュ エ ー タ ４ １ を 駆 動 す る こ と に よ り ギ ア の 動 力 断 続 状 態 を 適 宜 切
り 替 え て い る 。 ま た 、 自 動 変 速 機 ３ ０ は 、 ギ ア の 動 力 断 続 状 態 を 監 視 す る ギ ア セ ン サ ４ ２
を 備 え て お り 、 該 ギ ア セ ン サ ４ ２ に よ っ て 入 力 軸 ３ １ の 駆 動 力 が ど の ギ ア を 介 し て 出 力 軸
３ ２ を 駆 動 し て い る か 、 即 ち そ の と き 駆 動 力 の 伝 達 に 選 択 さ れ て い る ギ ア を 検 出 し て い る
。
【 ０ ０ ３ ５ 】
図 １ に お い て 、 車 両 運 転 者 に よ り 踏 み 込 み 操 作 さ れ る ブ レ ー キ ペ ダ ル ５ １ に は 、 ブ レ ー キ
ペ ダ ル ５ １ の 操 作 を 検 出 す る ブ レ ー キ セ ン サ ５ ２ が 設 け ら れ て い る 。 ま た 、 サ イ ド ブ レ ー
キ ５ ３ に は 、 該 サ イ ド ブ レ ー キ ５ ３ の オ ン ・ オ フ を 検 出 す る サ イ ド ブ レ ー キ Ｓ Ｗ ５ ４ が 設
け ら れ て い る 。
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【 ０ ０ ３ ６ 】
図 １ の 車 両 制 御 シ ス テ ム は 、 各 種 制 御 を 司 る 電 子 制 御 装 置 （ Ｅ Ｃ Ｕ ） ５ ０ を 備 え る 。 Ｅ Ｃ
Ｕ ５ ０ は 、 周 知 の マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ （ Ｃ Ｐ Ｕ ） を 中 心 に 構 成 さ れ て お り 、 各 種 プ ロ グ
ラ ム 及 び マ ッ プ 等 を 記 憶 し た Ｒ Ｏ Ｍ 、 各 種 デ ー タ 等 の 読 み 書 き 可 能 な Ｒ Ａ Ｍ 、 バ ッ ク ア ッ
プ 電 源 な し で デ ー タ の 保 持 が 可 能 な Ｅ Ｅ Ｐ Ｒ Ｏ Ｍ 等 を 備 え て い る 。 同 Ｅ Ｃ Ｕ ５ ０ に は 、 上
述 し た ス ロ ッ ト ル セ ン サ １ ２ 、 ア ク セ ル セ ン サ １ ５ 、 エ ン ジ ン 回 転 数 セ ン サ １ ６ 、 ス ト ロ
ー ク セ ン サ ２ ６ 、 回 転 数 セ ン サ ３ ３ ， ３ ７ 、 ギ ア セ ン サ ４ ２ 、 ブ レ ー キ セ ン サ ５ ２ 、 サ イ
ド ブ レ ー キ Ｓ Ｗ ５ ４ 等 の 各 種 セ ン サ が 接 続 さ れ て い る 。 ま た 、 Ｅ Ｃ Ｕ ５ ０ に は 、 ス ロ ッ ト
ル 用 ア ク チ ュ エ ー タ １ ３ 、 Ｉ Ｓ Ｃ バ ル ブ １ ８ 、 ク ラ ッ チ 用 ア ク チ ュ エ ー タ ２ ３ 、 変 速 用 ア
ク チ ュ エ ー タ ４ １ が 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
Ｅ Ｃ Ｕ ５ ０ は 、 各 種 セ ン サ の 検 出 信 号 を 取 り 込 み 、 そ れ に よ り 車 両 運 転 状 態 （ ス ロ ッ ト ル
開 度 、 ア ク セ ル 開 度 、 エ ン ジ ン 回 転 数 、 摩 擦 ク ラ ッ チ ２ １ に よ る 回 転 伝 達 状 態 、 入 力 軸 回
転 数 、 車 速 、 シ フ ト 位 置 、 ブ レ ー キ 踏 み 込 み 量 、 サ イ ド ブ レ ー キ 操 作 等 ） を 検 知 す る 。 そ
し て 、 Ｅ Ｃ Ｕ ５ ０ は 、 そ の 車 両 運 転 状 態 に 基 づ い て 、 ス ロ ッ ト ル 用 ア ク チ ュ エ ー タ １ ３ 、
ク ラ ッ チ 用 ア ク チ ュ エ ー タ ２ ３ 及 び 変 速 用 ア ク チ ュ エ ー タ ４ １ の 駆 動 及 び Ｉ Ｓ Ｃ バ ル ブ １
８ の 開 閉 操 作 を 行 う 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
具 体 的 に は 、 Ｅ Ｃ Ｕ ５ ０ は 、 ア ク セ ル セ ン サ １ ５ の 検 出 値 に よ り ア ク セ ル ペ ダ ル １ ４ の 操
作 量 （ ア ク セ ル 開 度 ） を 取 得 し 、 そ の ア ク セ ル 開 度 に 基 づ い て ス ロ ッ ト ル 用 ア ク チ ュ エ ー
タ １ ３ を 駆 動 す る 。 こ れ に よ り 、 エ ン ジ ン １ ０ へ の 吸 入 空 気 量 が 調 節 さ れ 、 車 両 運 転 者 の
ア ク セ ル 操 作 に 応 じ た エ ン ジ ン 出 力 が 得 ら れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
ま た 、 Ｅ Ｃ Ｕ ５ ０ は 、 各 種 セ ン サ の 検 出 信 号 が 後 述 の 条 件 を 満 た し た 場 合 に は 、 ア ク セ ル
ペ ダ ル １ ４ を 踏 み 込 ま な く て も エ ン ジ ン １ ０ の ア イ ド ル 回 転 に 伴 う 出 力 を 車 両 の 駆 動 輪 へ
と 伝 達 し て 車 両 を 走 行 さ せ る 所 謂 ク リ ー プ 走 行 を 行 う 。 こ の 際 Ｅ Ｃ Ｕ ５ ０ は 、 エ ン ジ ン １
０ に 所 要 の ア イ ド ル 回 転 数 が 出 力 さ れ る よ う に 適 宜 Ｉ Ｓ Ｃ バ ル ブ １ ８ の 開 度 を 調 整 し て い
る 。 以 下 、 こ の よ う に エ ン ジ ン １ ０ の ア イ ド ル 回 転 時 に ク ラ ッ チ デ ィ ス ク ２ １ ａ へ と 伝 達
さ れ る ク ラ ッ チ ト ル ク Ｔ ｃ ｌ を 特 に ク リ ー プ ト ル ク （ Ｔ ｃ ｒ ） と 表 す 。 従 っ て 、 ク リ ー プ
走 行 は こ の ク リ ー プ ト ル ク Ｔ ｃ ｒ の 設 定 等 に よ り 行 わ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
ま た 、 Ｅ Ｃ Ｕ ５ ０ は 、 ク ラ ッ チ 用 ア ク チ ュ エ ー タ ２ ３ を 駆 動 し て ク ラ ッ チ ２ １ に よ る 回 転
伝 達 を 調 節 す る 。 こ れ に よ り 、 車 両 運 転 状 態 に 応 じ た 摩 擦 ク ラ ッ チ ２ １ に よ る 回 転 伝 達 が
自 動 制 御 さ れ 、 そ れ に 応 じ て ク ラ ッ チ ト ル ク Ｔ ｃ ｌ が 制 御 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
さ ら に 、 Ｅ Ｃ Ｕ ５ ０ は 変 速 用 ア ク チ ュ エ ー タ ４ １ を 駆 動 し て 、 自 動 変 速 機 ３ ０ に お け る 動
力 伝 達 の 可 能 な ギ ア （ 変 速 段 ） を 切 り 替 え る 。 こ れ に よ り 、 車 両 運 転 状 態 に 応 じ た 自 動 変
速 機 ３ ０ に お け る 変 速 段 が 自 動 制 御 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
図 ３ は 、 車 両 の 走 行 開 始 時 に お け る 制 御 全 体 の 流 れ を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。 尚 、 こ
の 処 理 は 所 定 時 間 毎 の 定 時 割 り 込 み に よ っ て 行 わ れ て い る 。
処 理 が こ の ル ー チ ン に 移 行 す る と 、 Ｅ Ｃ Ｕ ５ ０ は ス テ ッ プ ６ １ に お い て ク リ ー プ ト ル ク Ｔ
ｃ ｒ を 発 生 す る た め の 条 件 が 全 て 整 っ て い る か ど う か を 判 断 す る 。 具 体 的 に は 、 Ｅ Ｃ Ｕ ５
０ は 入 力 軸 ３ １ の 駆 動 力 の 伝 達 に 選 択 さ れ て い る ギ ア が １ 速 、 ２ 速 ま た は Ｒ （ リ バ ー ス ギ
ア ） の い ず れ か で 、 且 つ 車 速 が 所 定 値 以 内 で 、 且 つ ア ク セ ル ペ ダ ル １ ４ 及 び ブ レ ー キ ペ ダ
ル ５ １ の 踏 み 込 み 量 が 所 定 値 以 内 で 、 且 つ サ イ ド ブ レ ー キ ５ ３ の 作 動 が オ フ さ れ て い る か
ど う か を 判 断 す る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
上 述 し た 各 条 件 の 全 て が 満 た さ れ て い る 場 合 、 Ｅ Ｃ Ｕ ５ ０ は 処 理 を ス テ ッ プ ７ ０ の サ ブ ル
ー チ ン に 移 行 し 、 ク リ ー プ ト ル ク Ｔ ｃ ｒ を 演 算 す る ク リ ー プ 制 御 を 行 う 。
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【 ０ ０ ４ ４ 】
図 ４ は 、 ス テ ッ プ ７ ０ に お け る ク リ ー プ 制 御 を 示 し た フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。 処 理 が ス テ
ッ プ ７ ０ の サ ブ ル ー チ ン に 移 行 す る と 、 Ｅ Ｃ Ｕ ５ ０ は 先 ず ス テ ッ プ ７ １ に 移 行 し 、 ク リ ー
プ 走 行 カ ウ ン タ ｎ の 値 を 「 １ 」 イ ン ク リ メ ン ト し て そ の 値 を メ モ リ に 記 憶 す る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
次 に 、 Ｅ Ｃ Ｕ ５ ０ は ス テ ッ プ ７ ２ に お い て ク リ ー プ 走 行 カ ウ ン タ ｎ の 値 が 所 定 の カ ウ ン タ
し き い 値 Ｃ １ よ り 小 さ い か ど う か を 判 断 す る 。 ク リ ー プ 走 行 カ ウ ン タ ｎ の 値 が カ ウ ン タ し
き い 値 Ｃ １ よ り 小 さ い 場 合 、 Ｅ Ｃ Ｕ ５ ０ は 処 理 を ス テ ッ プ ７ ３ に 移 行 し 、 ク リ ー プ ト ル ク
Ｔ ｃ ｒ を 予 め 設 定 さ れ た 値 「 Ｔ ０ 」 に 変 更 し 、 図 ３ の ル ー チ ン に 戻 っ て 処 理 を ス テ ッ プ ８
０ の サ ブ ル ー チ ン に 移 行 す る 。 尚 、 ク リ ー プ ト ル ク Ｔ ｃ ｒ の 値 「 Ｔ ０ 」 は 、 通 常 の 走 行 状
態 （ 平 地 で 且 つ 過 積 載 で は な い 場 合 ） に お い て ク リ ー プ 走 行 を 行 う の に 好 適 な 値 に 設 定 さ
れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
一 方 、 ス テ ッ プ ７ ２ に お い て 、 ク リ ー プ 走 行 カ ウ ン タ ｎ の 値 が カ ウ ン タ し き い 値 Ｃ １ 以 上
で あ る と Ｅ Ｃ Ｕ ５ ０ が 判 断 す る と 、 Ｅ Ｃ Ｕ ５ ０ は ク リ ー プ ト ル ク Ｔ ｃ ｒ の 出 力 を 開 始 し て
か ら 所 定 時 間 が 経 過 し て 車 両 が 走 行 （ ク リ ー プ 走 行 ） を 開 始 し た も の と 判 断 し 、 処 理 を ス
テ ッ プ ７ ４ に 移 行 す る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
ス テ ッ プ ７ ４ に お い て Ｅ Ｃ Ｕ ５ ０ は 車 速 が 所 定 の 車 速 し き い 値 Ｖ １ よ り 大 き い か ど う か を
判 断 す る 。 こ の 車 速 し き い 値 Ｖ １ は 、 ク リ ー プ 走 行 が 好 適 に 行 わ れ て い る と 判 断 さ れ る 値
に 設 定 さ れ て い る 。 車 速 が 車 速 し き い 値 Ｖ １ の 値 よ り 大 き い 場 合 、 Ｅ Ｃ Ｕ ５ ０ は 処 理 を ス
テ ッ プ ７ ３ に 移 行 し 、 前 述 し た よ う に ク リ ー プ ト ル ク Ｔ ｃ ｒ を 予 め 設 定 さ れ た 値 「 Ｔ ０ 」
に 変 更 す る と 、 図 ３ の ル ー チ ン に 戻 っ て 処 理 を ス テ ッ プ ８ ０ の サ ブ ル ー チ ン に 移 行 す る 。
尚 、
ス テ ッ プ ７ ４ に お い て Ｅ Ｃ Ｕ ５ ０ が 、 車 速 が 車 速 し き い 値 Ｖ １ 以 下 で あ る と 判 断 す る と 、
Ｅ Ｃ Ｕ ５ ０ は ク リ ー プ ト ル ク Ｔ ｃ ｒ を 「 Ｔ ０ 」 に 変 更 し て も 十 分 な ク リ ー プ 走 行 が 得 ら れ
な い と 判 断 し て 処 理 を ス テ ッ プ ７ ５ に 移 行 す る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
ス テ ッ プ ７ ５ に お い て Ｅ Ｃ Ｕ ５ ０ は ク リ ー プ ト ル ク Ｔ ｃ ｒ を 予 め 設 定 さ れ た 値 「 Ｔ １ 」 に
変 更 し 、 図 ３ の ル ー チ ン に 戻 っ て 処 理 を ス テ ッ プ ８ ０ の サ ブ ル ー チ ン に 移 行 す る 。 尚 、 ク
リ ー プ ト ル ク Ｔ ｃ ｒ の 値 「 Ｔ １ 」 は 、 同 じ く ク リ ー プ ト ル ク Ｔ ｃ ｒ の 値 「 Ｔ ０ 」 よ り も 大
き く 設 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
ま た 、 ス テ ッ プ ６ １ に お い て 一 つ で も 条 件 が 満 た さ れ て い な い 場 合 、 Ｅ Ｃ Ｕ ５ ０ は 処 理 を
ス テ ッ プ ６ ２ に 移 行 す る 。
ス テ ッ プ ６ ２ に お い て Ｅ Ｃ Ｕ ５ ０ は 、 ク リ ー プ 走 行 カ ウ ン タ ｎ の 値 を 「 ０ 」 に リ セ ッ ト し
て そ の 値 を メ モ リ に 記 憶 し 、 処 理 を ス テ ッ プ ６ ３ に 移 行 す る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
ス テ ッ プ ６ ３ に お い て Ｅ Ｃ Ｕ ５ ０ は 、 ブ レ ー キ ペ ダ ル ５ １ の 踏 み 込 み 量 及 び サ イ ド ブ レ ー
キ ５ ３ の 作 動 状 況 か ら 制 動 力 が 発 生 し て い る か ど う か を 判 断 す る 。 Ｅ Ｃ Ｕ ５ ０ は 制 動 力 が
働 い て い る と 判 断 す る と ロ ッ ド ２ ５ の ス ト ロ ー ク を ス タ ン バ イ 位 置 に 設 定 し 、 フ ラ イ ホ イ
ー ル １ ０ ａ の 回 転 が ク ラ ッ チ デ ィ ス ク ２ １ ａ に 伝 達 さ れ な い よ う に す る 。 Ｅ Ｃ Ｕ ５ ０ は フ
ラ イ ホ イ ー ル １ ０ ａ の 回 転 が ク ラ ッ チ デ ィ ス ク ２ １ ａ に 伝 達 さ れ な い よ う に 制 御 す る と 、
そ の 後 の 処 理 を 一 旦 終 了 す る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
一 方 、 ス テ ッ プ ６ ３ に お い て Ｅ Ｃ Ｕ ５ ０ が 、 制 動 力 が 働 い て い な い と 判 断 す る と 、 Ｅ Ｃ Ｕ
５ ０ は 処 理 を ス テ ッ プ ６ ４ に 移 行 し 、 ア ク セ ル ペ ダ ル １ ４ の 踏 み 込 み 量 に 応 じ て 発 進 ト ル
ク を 演 算 す る 発 進 制 御 を 行 う 。 発 進 ト ル ク は ア ク セ ル ペ ダ ル １ ４ の 踏 み 込 み 量 に 応 じ て 車
速 を 上 げ る 際 に 必 要 な ト ル ク を 表 し て お り 、 ア ク セ ル ペ ダ ル １ ４ の 踏 み 込 み 量 の 増 加 に 伴
っ て そ の 値 は 大 き く な る 。 ス テ ッ プ ６ ４ に お い て 発 進 ト ル ク を 演 算 す る と 、 Ｅ Ｃ Ｕ ５ ０ は
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処 理 を ス テ ッ プ ８ ０ の サ ブ ル ー チ ン に 移 行 す る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
処 理 が ス テ ッ プ ８ ０ の サ ブ ル ー チ ン に 移 行 さ れ る と 、 Ｅ Ｃ Ｕ ５ ０ は ス テ ッ プ ７ ０ の サ ブ ル
ー チ ン で 演 算 さ れ た ク リ ー プ ト ル ク Ｔ ｃ ｒ 或 い は ス テ ッ プ ６ ４ で 演 算 さ れ た 発 進 ト ル ク に
応 じ て ロ ッ ド ２ ５ の ス ト ロ ー ク を 制 御 す る ク ラ ッ チ 制 御 を 行 う 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
図 ５ は 、 ス テ ッ プ ８ ０ に お け る ク ラ ッ チ 制 御 を 示 し た フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。 処 理 が ス テ
ッ プ ８ ０ の サ ブ ル ー チ ン に 移 行 す る と 、 Ｅ Ｃ Ｕ ５ ０ は ス テ ッ プ ８ １ に 移 行 し 、 先 ず 発 進 ト
ル ク が ク リ ー プ ト ル ク Ｔ ｃ ｒ よ り 大 き い か ど う か を 判 断 す る 。 Ｅ Ｃ Ｕ ５ ０ は 、 発 進 ト ル ク
の 方 が ク リ ー プ ト ル ク Ｔ ｃ ｒ よ り 大 き い と 判 断 し た 場 合 処 理 を ス テ ッ プ ８ ２ に 移 行 す る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
ス テ ッ プ ８ ２ に お い て 、 Ｅ Ｃ Ｕ ５ ０ は 発 進 ト ル ク の 値 を 所 定 の ク ラ ッ チ ト ル ク Ｔ ｃ ｌ と し
て 一 旦 メ モ リ に 記 憶 し 、 処 理 を ス テ ッ プ ８ ４ に 移 行 す る 。
一 方 、 ス テ ッ プ ８ １ に お い て 、 ク リ ー プ ト ル ク Ｔ ｃ ｒ が 発 進 ト ル ク 以 上 で あ る と Ｅ Ｃ Ｕ ５
０ が 判 断 し た 場 合 、 Ｅ Ｃ Ｕ ５ ０ は 処 理 を ス テ ッ プ ８ ３ に 移 行 す る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
ス テ ッ プ ８ ３ に お い て 、 Ｅ Ｃ Ｕ ５ ０ は ク リ ー プ ト ル ク Ｔ ｃ ｒ の 値 を 所 定 の ク ラ ッ チ ト ル ク
Ｔ ｃ ｌ と し て 一 旦 メ モ リ に 記 憶 し 、 処 理 を ス テ ッ プ ８ ４ に 移 行 す る 。 ス テ ッ プ ８ ４ に お い
て 、 Ｅ Ｃ Ｕ ５ ０ は 所 要 の ク ラ ッ チ ト ル ク Ｔ ｃ ｌ を 出 力 す る た め に 必 要 な ロ ッ ド ２ ５ の ス ト
ロ ー ク を 図 ２ の マ ッ プ に 従 っ て 演 算 し 、 処 理 を ス テ ッ プ ８ ５ に 移 行 す る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
ス テ ッ プ ８ ５ に お い て 、 Ｅ Ｃ Ｕ ５ ０ は ス テ ッ プ ８ ４ で 演 算 さ れ た ロ ッ ド ２ ５ の ス ト ロ ー ク
に 応 じ て モ ー タ ２ ４ に 通 電 す る 電 流 値 を 演 算 し 、 処 理 を ス テ ッ プ ８ ６ に 移 行 す る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
ス テ ッ プ ８ ６ に お い て 、 Ｅ Ｃ Ｕ ５ ０ は ス テ ッ プ ８ ５ で 演 算 さ れ た 電 流 値 を 実 際 に 出 力 し 、
ロ ッ ド ２ ５ の ス ト ロ ー ク を 所 要 の 位 置 に 制 御 す る と 、 図 ３ の ル ー チ ン に 戻 っ て 処 理 を ス テ
ッ プ ９ ０ の サ ブ ル ー チ ン に 移 行 す る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
ス テ ッ プ ９ ０ の サ ブ ル ー チ ン に お い て 、 Ｅ Ｃ Ｕ ５ ０ は ク リ ー プ ト ル ク Ｔ ｃ ｒ 或 い は 発 進 ト
ル ク に 応 じ た エ ン ジ ン 制 御 を 行 う 。
図 ６ は 、 ス テ ッ プ ９ ０ に お け る エ ン ジ ン 制 御 を 示 し た フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。 処 理 が ス テ
ッ プ ９ ０ の サ ブ ル ー チ ン に 移 行 す る と 、 Ｅ Ｃ Ｕ ５ ０ は ス テ ッ プ ９ １ に 移 行 し 、 先 ず ク リ ー
プ ト ル ク Ｔ ｃ ｒ が 予 め 設 定 さ れ た ク リ ー プ ト ル ク し き い 値 Ｔ ｃ ｒ １ よ り 大 き い か ど う か を
判 断 す る 。 Ｅ Ｃ Ｕ ５ ０ は 、 ク リ ー プ ト ル ク Ｔ ｃ ｒ の 方 が ク リ ー プ ト ル ク し き い 値 Ｔ ｃ ｒ １
よ り 大 き い と 判 断 し た 場 合 処 理 を ス テ ッ プ ９ ２ に 移 行 す る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
ス テ ッ プ ９ ２ に お い て 、 Ｅ Ｃ Ｕ ５ ０ は 、 ア イ ド ル 回 転 数 が 不 足 し て い る と 判 断 し て ア イ ド
ル 回 転 数 の 増 加 量 を 予 め 定 め ら れ た 所 定 値 Ｎ １ に 設 定 し 、 処 理 を ス テ ッ プ ９ ４ に 移 行 す る
。
【 ０ ０ ６ ０ 】
一 方 、 ス テ ッ プ ９ １ に お い て Ｅ Ｃ Ｕ ５ ０ が 、 ク リ ー プ ト ル ク Ｔ ｃ ｒ が ク リ ー プ ト ル ク し き
い 値 Ｔ ｃ ｒ １ 以 下 で あ る と 判 断 し た 場 合 、 Ｅ Ｃ Ｕ ５ ０ は 処 理 を ス テ ッ プ ９ ３ に 移 行 す る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
ス テ ッ プ ９ ３ に お い て 、 Ｅ Ｃ Ｕ ５ ０ は 、 ア イ ド ル 回 転 数 は 今 の ま ま で よ い と 判 断 し て ア イ
ド ル 回 転 数 の 増 加 量 を 「 ０ 」 に 設 定 し 、 処 理 を ス テ ッ プ ９ ４ に 移 行 す る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
ス テ ッ プ ９ ４ に お い て 、 Ｅ Ｃ Ｕ ５ ０ は 、 予 め 設 定 さ れ た 基 準 と な る ア イ ド ル 回 転 数 に ス テ
ッ プ ９ ２ 或 い は ス テ ッ プ ９ ３ で 設 定 さ れ た ア イ ド ル 回 転 数 の 増 加 量 を 加 算 し 、 目 標 ア イ ド
ル 回 転 数 の 演 算 を 行 う 。 Ｅ Ｃ Ｕ ５ ０ は 、 目 標 ア イ ド ル 回 転 数 の 演 算 を 行 う と 処 理 を ス テ ッ
プ ９ ５ に 移 行 す る 。
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【 ０ ０ ６ ３ 】
ス テ ッ プ ９ ５ に お い て 、 Ｅ Ｃ Ｕ ５ ０ は 、 ス テ ッ プ ９ ４ で 演 算 さ れ た 目 標 ア イ ド ル 回 転 数 を
得 る た め に 必 要 な Ｉ Ｓ Ｃ バ ル ブ １ ８ の 開 度 の 演 算 を 行 い 、 処 理 を ス テ ッ プ ９ ６ に 移 行 す る
。
【 ０ ０ ６ ４ 】
ス テ ッ プ ９ ６ に お い て 、 Ｅ Ｃ Ｕ ５ ０ は 、 ア ク セ ル ペ ダ ル １ ４ の 踏 み 込 み 量 及 び 上 記 ス テ ッ
プ ９ ５ に お い て 演 算 さ れ た Ｉ Ｓ Ｃ バ ル ブ １ ８ の 開 度 に 基 づ い て エ ン ジ ン １ ０ へ の 総 吸 気 量
（ ス ロ ッ ト ル 開 度 ） を 演 算 し 、 処 理 を ス テ ッ プ ９ ７ に 移 行 す る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
ス テ ッ プ ９ ７ に お い て 、 Ｅ Ｃ Ｕ ５ ０ は 、 上 記 ス テ ッ プ ９ ６ で 演 算 し た 所 要 の ス ロ ッ ト ル 開
度 を 得 る た め に 必 要 と す る 電 流 、 具 体 的 に は Ｉ Ｓ Ｃ バ ル ブ １ ８ の 開 度 を 制 御 す る 制 御 電 流
及 び ス ロ ッ ト ル バ ル ブ １ １ を 開 閉 駆 動 す る ス ロ ッ ト ル 用 ア ク チ ュ エ ー タ １ ３ を 駆 動 す る 電
流 を 演 算 し 、 処 理 を ス テ ッ プ ９ ８ に 移 行 す る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
ス テ ッ プ ９ ８ に お い て 、 Ｅ Ｃ Ｕ ５ ０ は 、 上 記 ス テ ッ プ ９ ７ で 演 算 さ れ た 各 電 流 を Ｉ Ｓ Ｃ バ
ル ブ １ ８ 及 び ス ロ ッ ト ル 用 ア ク チ ュ エ ー タ １ ３ に 出 力 し 、 両 者 を そ れ ぞ れ 駆 動 制 御 す る 。
Ｅ Ｃ Ｕ ５ ０ は 、 ス テ ッ プ ９ ８ に お い て Ｉ Ｓ Ｃ バ ル ブ １ ８ 及 び ス ロ ッ ト ル 用 ア ク チ ュ エ ー タ
１ ３ に 駆 動 電 流 を 出 力 す る と 、 図 ３ の ル ー チ ン に 戻 っ て 処 理 を 一 旦 終 了 す る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
以 上 、 詳 述 し た よ う に 第 １ の 実 施 の 形 態 に よ れ ば 、 以 下 に 示 す 効 果 が 得 ら れ る よ う に な る
。
（ １ ） Ｅ Ｃ Ｕ ５ ０ は ク リ ー プ 走 行 カ ウ ン タ ｎ の 値 と カ ウ ン タ し き い 値 Ｃ １ と を 比 較 す る こ
と に よ っ て ク リ ー プ ト ル ク Ｔ ｃ ｒ の 出 力 を 開 始 し て か ら 所 定 時 間 経 過 し た か ど う か を 判 断
し 、 車 速 と 車 速 し き い 値 Ｖ １ と を 比 較 す る こ と に よ っ て 車 速 が 所 定 速 度 に 達 し た か ど う か
を 判 断 す る 。 そ し て 、 ク リ ー プ ト ル ク Ｔ ｃ ｒ を 出 力 し て か ら 所 定 時 間 経 過 し て も 車 速 が 所
定 速 度 に 達 し な い 時 に は Ｅ Ｃ Ｕ ５ ０ は ク リ ー プ ト ル ク Ｔ ｃ ｒ の 値 を 「 Ｔ ０ 」 か ら 「 Ｔ ０ 」
よ り 大 き い 値 「 Ｔ １ 」 に 変 更 す る 。 従 っ て 、 所 定 時 間 が 経 過 し て も 車 速 が 所 定 速 度 に 達 し
な い 時 に は ク リ ー プ ト ル ク Ｔ ｃ ｒ を 上 昇 す る こ と が で き 、 車 両 の 登 坂 時 或 い は 過 積 載 等 、
ク リ ー プ 走 行 を 行 う た め に 通 常 よ り 大 き い ク リ ー プ ト ル ク Ｔ ｃ ｒ が 必 要 と な る 車 両 状 態 に
あ っ て も 好 適 に ク リ ー プ 走 行 を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
（ 第 ２ の 実 施 の 形 態 ）
以 下 、 本 発 明 を 具 体 化 し た 第 ２ の 実 施 の 形 態 を 図 ３ 及 び 図 ７ に 従 っ て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
図 ７ は 、 第 ２ の 実 施 の 形 態 に お け る ク リ ー プ 制 御 を 示 し た フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。 尚 、 第
２ の 実 施 の 形 態 は 、 第 １ の 実 施 の 形 態 に お け る ス テ ッ プ ７ ０ の ク リ ー プ 制 御 に 係 る 処 理 態
様 を 変 更 し た も の で あ り 、 そ の 他 の 構 成 、 処 理 に つ い て は 第 １ の 実 施 の 形 態 と 同 様 で あ る
。 従 っ て 、 第 １ の 実 施 の 形 態 と 同 様 の 構 成 を と る ス テ ッ プ ７ １ ～ ７ ３ に つ い て は そ の 詳 細
な 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
処 理 が ス テ ッ プ ７ ４ に 移 行 さ れ る と 、 Ｅ Ｃ Ｕ ５ ０ は 、 車 速 が 車 速 し き い 値 Ｖ １ よ り 大 き い
か ど う か を 判 断 す る 。 車 速 が 車 速 し き い 値 Ｖ １ の 値 よ り 大 き い 場 合 、 Ｅ Ｃ Ｕ ５ ０ は 処 理 を
ス テ ッ プ ７ ３ に 移 行 し 、 前 述 し た 第 １ の 実 施 の 形 態 と 同 様 に ク リ ー プ ト ル ク Ｔ ｃ ｒ を 予 め
設 定 さ れ た 値 「 Ｔ ０ 」 に 変 更 す る と 、 図 ３ の ル ー チ ン に 戻 っ て 処 理 を ス テ ッ プ ８ ０ の サ ブ
ル ー チ ン に 移 行 す る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
一 方 、 Ｅ Ｃ Ｕ ５ ０ が ス テ ッ プ ７ ４ に お い て 、 車 速 が 車 速 し き い 値 Ｖ １ 以 下 で あ る と 判 断 し
た 場 合 に は 、 Ｅ Ｃ Ｕ ５ ０ は 処 理 を ス テ ッ プ ７ ２ ａ に 移 行 す る 。
ス テ ッ プ ７ ２ ａ に お い て 、 Ｅ Ｃ Ｕ ５ ０ は ク リ ー プ 走 行 カ ウ ン タ ｎ の 値 が カ ウ ン タ し き い 値
Ｃ ２ （ Ｃ ２ は Ｃ １ よ り 大 き い 値 ） よ り 小 さ い か ど う か を 判 断 す る 。 ク リ ー プ 走 行 カ ウ ン タ
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ｎ の 値 が カ ウ ン タ し き い 値 Ｃ ２ よ り 小 さ い 場 合 、 Ｅ Ｃ Ｕ ５ ０ は 処 理 を ス テ ッ プ ７ ３ ａ に 移
行 し 、 ク リ ー プ ト ル ク Ｔ ｃ ｒ を 予 め 設 定 さ れ た 値 「 Ｔ １ 」 に 変 更 し 、 図 ３ の ル ー チ ン に 戻
っ て 処 理 を ス テ ッ プ ８ ０ の サ ブ ル ー チ ン に 移 行 す る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
ス テ ッ プ ７ ２ ａ に お い て Ｅ Ｃ Ｕ ５ ０ が 、 ク リ ー プ 走 行 カ ウ ン タ ｎ の 値 が カ ウ ン タ し き い 値
Ｃ ２ 以 上 で あ る と 判 断 す る と 、 Ｅ Ｃ Ｕ ５ ０ は ク リ ー プ 走 行 を 開 始 し て か ら ス テ ッ プ ７ ２ に
お け る 所 定 時 間 よ り も 更 に 時 間 が 経 過 し た も の と 判 断 し 、 処 理 を ス テ ッ プ ７ ４ ａ に 移 行 す
る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
ス テ ッ プ ７ ４ ａ に お い て Ｅ Ｃ Ｕ ５ ０ は 車 速 が 車 速 し き い 値 Ｖ ２ （ Ｖ ２ は Ｖ １ よ り 小 さ い 値
） よ り 大 き い か ど う か を 判 断 す る 。 車 速 が 車 速 し き い 値 Ｖ ２ の 値 よ り 大 き い 場 合 、 Ｅ Ｃ Ｕ
５ ０ は 処 理 を ス テ ッ プ ７ ３ ａ に 移 行 し 、 ク リ ー プ ト ル ク Ｔ ｃ ｒ を 予 め 設 定 さ れ た 値 「 Ｔ １
」 （ Ｔ １ は Ｔ ０ よ り 大 き い 値 ） に 変 更 す る と 、 図 ３ の ル ー チ ン に 戻 っ て 処 理 を ス テ ッ プ ８
０ の サ ブ ル ー チ ン に 移 行 す る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
一 方 、 Ｅ Ｃ Ｕ ５ ０ が ス テ ッ プ ７ ４ ａ に お い て 、 車 速 が 車 速 し き い 値 Ｖ ２ 以 下 で あ る と 判 断
し た 場 合 に は 、 Ｅ Ｃ Ｕ ５ ０ は 処 理 を ス テ ッ プ ７ ２ ｂ に 移 行 す る 。
Ｅ Ｃ Ｕ ５ ０ は 以 下 同 様 に ス テ ッ プ ７ ２ ｂ に お い て ク リ ー プ 走 行 カ ウ ン タ ｎ の 値 と カ ウ ン タ
し き い 値 Ｃ ３ （ Ｃ ３ は Ｃ ２ よ り 大 き い 値 ） と の 関 係 に よ り 時 間 経 過 を み る と と も に ス テ ッ
プ ７ ４ ｂ に お い て 車 速 と 車 速 し き い 値 Ｖ ３ （ Ｖ ３ は Ｖ ２ よ り 小 さ い 値 ） と の 関 係 に よ り 車
速 の 変 化 を 監 視 し て い る 。 そ し て 、 時 間 経 過 に 応 じ て 車 速 が 上 昇 し て い な い と 判 断 し た 時
に は 、 Ｅ Ｃ Ｕ ５ ０ は ク リ ー プ ト ル ク Ｔ ｃ ｒ を よ り 高 い 値 「 Ｔ ２ 」 （ Ｔ ２ は Ｔ １ よ り 大 き い
値 ） に 変 更 す る 。 そ し て 、 Ｅ Ｃ Ｕ ５ ０ は 第 １ の 実 施 の 形 態 と 同 様 に 、 以 後 、 図 ３ の ル ー チ
ン に 戻 っ て 処 理 を ス テ ッ プ ８ ０ の サ ブ ル ー チ ン に 移 行 す る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
以 上 、 詳 述 し た よ う に 第 ２ の 実 施 の 形 態 に よ れ ば 、 第 １ の 実 施 の 形 態 に 記 載 の 効 果 に 加 え
、 以 下 に 示 す 効 果 が 得 ら れ る よ う に な る 。
（ １ ） カ ウ ン タ し き い 値 と 車 速 し き い 値 を 多 段 階 に 分 割 し て 車 両 状 態 を 判 断 す る こ と に よ
り 、 車 速 及 び ク リ ー プ ト ル ク Ｔ ｃ ｒ を 出 力 し て か ら の 経 過 時 間 に 基 づ い て 出 力 す る ク リ ー
プ ト ル ク Ｔ ｃ ｒ の 値 を 多 段 階 に 分 け て 変 更 す る こ と が で き る 。 従 っ て 、 よ り 細 か い ク リ ー
プ ト ル ク Ｔ ｃ ｒ の 調 整 を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
（ 第 ３ の 実 施 の 形 態 ）
以 下 、 本 発 明 を 具 体 化 し た 第 ３ の 実 施 の 形 態 を 図 ３ 及 び 図 ８ ～ 図 １ ０ に 従 っ て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
図 ８ は 、 第 ３ の 実 施 の 形 態 に お け る ク リ ー プ 制 御 を 示 し た フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。 尚 、 第
３ の 実 施 の 形 態 は 、 第 １ の 実 施 の 形 態 に お け る ス テ ッ プ ７ ０ の ク リ ー プ 制 御 に 係 る 処 理 態
様 を 変 更 し た も の で あ り 、 そ の 他 の 構 成 、 処 理 に つ い て は 第 １ の 実 施 の 形 態 と 同 様 で あ る
。 従 っ て 、 第 １ の 実 施 の 形 態 と 同 様 の 構 成 を と る 箇 所 に つ い て は そ の 詳 細 な 説 明 を 省 略 す
る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
処 理 が ス テ ッ プ ７ ０ の サ ブ ル ー チ ン に 移 行 す る と 、 Ｅ Ｃ Ｕ は 先 ず ス テ ッ プ ７ １ に 移 行 し 、
ク リ ー プ 走 行 カ ウ ン タ ｎ の 値 を 「 １ 」 イ ン ク リ メ ン ト し て そ の 値 を メ モ リ に 記 憶 す る 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
次 に 、 Ｅ Ｃ Ｕ ５ ０ は ス テ ッ プ ７ ６ に 移 行 し ク リ ー プ ト ル ク Ｔ ｃ ｒ を 演 算 す る 。 図 ９ は 、 Ｅ
Ｃ Ｕ ５ ０ で 行 わ れ る ク リ ー プ ト ル ク Ｔ ｃ ｒ の 演 算 を 便 宜 上 マ ッ プ で 説 明 す る た め の 説 明 図
で あ る 。 図 の 横 軸 は 車 速 を 表 し 、 図 の 縦 軸 は ク リ ー プ ト ル ク Ｔ ｃ ｒ を 表 し て い る 。 即 ち 、
実 際 に 「 Ｔ ｍ ａ ｘ 」 を 求 め る 際 Ｅ Ｃ Ｕ ５ ０ は 図 ９ に 示 し た マ ッ プ で は な く 、 該 マ ッ プ で 表
さ れ る 所 定 の 演 算 式 に よ り 「 Ｔ ｍ ａ ｘ 」 を 演 算 し て い る 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
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ク リ ー プ ト ル ク Ｔ ｃ ｒ の 「 Ｔ ｍ ｉ ｎ 」 は 、 エ ン ジ ン １ ０ が 予 め 設 定 さ れ た 基 準 と な る ア イ
ド ル 回 転 数 を 出 力 し た 際 に 発 生 す る ク リ ー プ ト ル ク Ｔ ｃ ｒ を 示 し て い る 。 従 っ て 、 ク リ ー
プ ト ル ク Ｔ ｃ ｒ の 値 は 常 に 「 Ｔ ｍ ｉ ｎ 」 以 上 と な る 。
【 ０ ０ ８ １ 】
ま た 、 車 速 を 表 す 横 軸 上 に は ク リ ー プ 走 行 が 好 適 に 行 わ れ て い る と 判 断 す る た め の 基 準 と
な る 車 速 「 Ｖ ｏ 」 が 示 さ れ て お り 、 こ の 車 速 「 Ｖ ｏ 」 と 後 述 す る 態 様 で 求 め ら れ る 最 大 ク
リ ー プ ト ル ク 「 Ｔ ｍ ａ ｘ 」 と が 直 線 で 結 ば れ て い る 。 尚 、 前 述 し た よ う に ク リ ー プ ト ル ク
Ｔ ｃ ｒ の 値 は 常 に 「 Ｔ ｍ ｉ ｎ 」 以 上 と な る た め 、 「 Ｔ ｍ ａ ｘ 」 と 「 Ｖ ｏ 」 と を 結 ぶ 直 線 の
う ち で 「 Ｔ ｍ ｉ ｎ 」 以 下 と な る 範 囲 に お い て は 、 ク リ ー プ ト ル ク Ｔ ｃ ｒ は 「 Ｔ ｍ ｉ ｎ 」 に
設 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
図 １ ０ は 、 図 ９ に お け る 「 Ｔ ｍ ａ ｘ 」 を 求 め る 際 に 用 い ら れ る 演 算 式 を マ ッ プ で 表 し た も
の で あ る 。 図 の 横 軸 は ク リ ー プ 走 行 カ ウ ン タ ｎ を 表 し て お り 、 図 の 縦 軸 は 図 ９ に お け る 「
Ｔ ｍ ａ ｘ 」 を 表 し て い る 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
マ ッ プ は ク リ ー プ 走 行 カ ウ ン タ ｎ の 値 が 大 き く な る に つ れ て 「 Ｔ ｍ ａ ｘ 」 も 大 き く な る こ
と を 表 し て い る 。 即 ち 、 ク リ ー プ ト ル ク Ｔ ｃ ｒ の 出 力 に よ る 走 行 時 間 が 長 く な る に つ れ て
「 Ｔ ｍ ａ ｘ 」 が 大 き く な る こ と を 表 し て い る 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
ま た 、 「 Ｔ ｍ ａ ｘ 」 に は 上 限 値 Ａ が 設 定 さ れ て い る 。 従 っ て 、 「 Ｔ ｍ ａ ｘ 」 が 上 限 値 Ａ に
達 す る と 、 以 後 ク リ ー プ 走 行 カ ウ ン タ ｎ の 値 が 増 加 し て も 「 Ｔ ｍ ａ ｘ 」 は ク リ ー プ ト ル ク
上 限 値 Ａ に 設 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
次 に 、 Ｅ Ｃ Ｕ ５ ０ が 演 算 式 に 従 っ て 演 算 す る ク リ ー プ ト ル ク Ｔ ｃ ｒ の 様 子 を 便 宜 上 、 図 １
０ を 用 い て 説 明 す る 。 即 ち 、 実 際 に ク リ ー プ ト ル ク Ｔ ｃ ｒ を 演 算 す る 際 Ｅ Ｃ Ｕ ５ ０ は 、 図
１ ０ に 示 し た マ ッ プ で は な く 、 該 マ ッ プ で 示 さ れ る 所 定 の 演 算 式 に よ り ク リ ー プ ト ル ク Ｔ
ｃ ｒ を 演 算 し て い る 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
Ｅ Ｃ Ｕ ５ ０ は 、 先 ず ク リ ー プ 走 行 カ ウ ン タ ｎ の 値 を 読 み 込 み 、 図 １ ０ に 示 す マ ッ プ か ら 該
ク リ ー プ 走 行 カ ウ ン タ ｎ の 値 に 対 応 す る 「 Ｔ ｍ ａ ｘ 」 を 演 算 す る 。
そ し て 、 Ｅ Ｃ Ｕ ５ ０ は 、 「 Ｔ ｍ ａ ｘ 」 と 「 Ｖ ｏ 」 と を 結 ん だ マ ッ プ を 用 い て ク リ ー プ ト ル
ク Ｔ ｃ ｒ の 演 算 を 行 う 。 具 体 的 に は 、 マ ッ プ に 示 さ れ る そ の 時 の 車 速 に 応 じ た ク リ ー プ ト
ル ク Ｔ ｃ ｒ を 演 算 す る 。 車 速 に 応 じ た ク リ ー プ ト ル ク Ｔ ｃ ｒ を 演 算 す る と 、 Ｅ Ｃ Ｕ ５ ０ は
図 ３ の ル ー チ ン に 戻 っ て 処 理 を ス テ ッ プ ８ ０ の サ ブ ル ー チ ン に 移 行 す る 。
【 ０ ０ ８ ７ 】
以 上 、 詳 述 し た よ う に 第 ３ の 実 施 の 形 態 に よ れ ば 、 第 １ の 実 施 の 形 態 に 記 載 の 効 果 に 加 え
、 以 下 に 示 す 効 果 が 得 ら れ る よ う に な る 。
（ １ ） マ ッ プ に 従 っ て 車 速 に 応 じ た ク リ ー プ ト ル ク Ｔ ｃ ｒ を 演 算 す る こ と が で き る た め 無
段 階 に ク リ ー プ ト ル ク Ｔ ｃ ｒ の 値 を 変 更 す る こ と が で き 、 よ り 細 か い ク リ ー プ ト ル ク Ｔ ｃ
ｒ の 調 整 を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ８ 】
（ ２ ） 「 Ｔ ｍ ａ ｘ 」 に 上 限 値 Ａ を 設 け た た め 、 ク リ ー プ ト ル ク Ｔ ｃ ｒ に も 最 大 値 が 設 定 さ
れ る 。 従 っ て 、 ク リ ー プ ト ル ク Ｔ ｃ ｒ を 高 く 出 力 し す ぎ る こ と に よ る ク ラ ッ チ デ ィ ス ク ２
１ ａ の 発 熱 及 び 摩 耗 を 抑 制 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ９ 】
（ ３ ） マ ッ プ に 従 っ て 車 速 に 応 じ た ク リ ー プ ト ル ク Ｔ ｃ ｒ に 変 更 す る た め 、 例 え ば 、 車 速
及 び ク リ ー プ 走 行 の 継 続 時 間 を 段 階 的 に 演 算 し て ク リ ー プ ト ル ク Ｔ ｃ ｒ を 変 更 す る 場 合 に
比 べ て Ｅ Ｃ Ｕ ５ ０ の 演 算 負 荷 を 軽 減 で き る 。
【 ０ ０ ９ ０ 】
（ ４ ） Ｅ Ｃ Ｕ ５ ０ は ク リ ー プ ト ル ク Ｔ ｃ ｒ の 設 定 値 を 演 算 す る た め の マ ッ プ を 検 出 値 に 基
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づ い て 形 成 す る こ と が で き る た め 、 ク リ ー プ ト ル ク 制 御 装 置 の 汎 用 性 を 高 め る こ と が で き
る 。
【 ０ ０ ９ １ 】
な お 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 は 上 記 実 施 の 形 態 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 次 の よ う に 変 更
し て も よ い 。
・ 上 記 各 実 施 の 形 態 に お い て ク リ ー プ ト ル ク Ｔ ｃ ｒ を 変 更 す る 際 に は 、 ク リ ー プ ト ル ク Ｔ
ｃ ｒ を 出 力 し て か ら の 経 過 時 間 及 び 車 速 に 基 づ い て 行 わ れ て い た 。 し か し 、 ク リ ー プ ト ル
ク Ｔ ｃ ｒ の 出 力 を 変 更 す る 必 要 性 を 検 出 す る こ と に よ っ て ク リ ー プ ト ル ク Ｔ ｃ ｒ の 出 力 を
変 更 で き れ ば よ く 、 例 え ば 、 車 両 に 勾 配 セ ン サ や ジ ャ イ ロ ス コ ー プ を 備 え る こ と に よ っ て
走 路 の 勾 配 を 検 出 し 、 該 勾 配 に 従 っ て ク リ ー プ ト ル ク Ｔ ｃ ｒ を 変 更 す る よ う に し て も よ い
。
【 ０ ０ ９ ２ 】
ま た 、 車 両 の 重 量 を 検 知 す る 車 両 重 量 セ ン サ を 備 え た り 、 車 両 の 重 量 を 推 定 し た り す る こ
と で 車 両 の 重 量 を 検 出 し 、 該 重 量 に 従 っ て ク リ ー プ ト ル ク Ｔ ｃ ｒ を 変 更 す る よ う に し て も
よ い 。
【 ０ ０ ９ ３ 】
・ 上 記 各 実 施 の 形 態 に お い て 車 速 は 入 力 軸 ３ １ 及 び ギ ア 比 に よ っ て 求 め て い た が 、 例 え ば
出 力 軸 ３ ２ に よ っ て 車 速 を 求 め る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ９ ４ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 詳 述 し た よ う に 、 本 発 明 に よ れ ば 走 行 条 件 に 応 じ て ク リ ー プ ト ル ク を 好 適 な 値 に 変 更
し て ク リ ー プ 走 行 を 行 う こ と が で き る ク リ ー プ ト ル ク 制 御 装 置 を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 車 両 制 御 シ ス テ ム の 概 略 構 成 図 。
【 図 ２ 】 ロ ッ ド の ス ト ロ ー ク と ク ラ ッ チ ト ル ク の 関 係 を 示 す マ ッ プ 。
【 図 ３ 】 制 御 全 体 の 流 れ を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト 。
【 図 ４ 】 ク リ ー プ 制 御 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト 。
【 図 ５ 】 ク ラ ッ チ 制 御 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト 。
【 図 ６ 】 エ ン ジ ン 制 御 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト 。
【 図 ７ 】 第 ２ の 実 施 の 形 態 に お け る ク リ ー プ 制 御 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト 。
【 図 ８ 】 第 ３ の 実 施 の 形 態 に お け る ク リ ー プ 制 御 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト 。
【 図 ９ 】 ク リ ー プ ト ル ク の 演 算 式 を 表 し た マ ッ プ 。
【 図 １ ０ 】 最 大 ク リ ー プ ト ル ク の 演 算 式 を 表 し た マ ッ プ 。
【 符 号 の 説 明 】
１ ０ … エ ン ジ ン 、 １ ０ ａ … フ ラ イ ホ イ ー ル 、 ２ １ ａ … ク ラ ッ チ デ ィ ス ク 、 ５ ０ … 検 出 手 段
、 測 定 手 段 、 変 更 手 段 と し て の Ｅ Ｃ Ｕ 。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

(15) JP 2004-116748 A 2004.4.15



フロントページの続き

(51)Int.Cl.7                             ＦＩ                                    テーマコード（参考）
   Ｆ１６Ｄ  43/22                         Ｆ１６Ｄ  43/21    　　　　          　　　　　
   　　　　                                Ｆ１６Ｄ  43/22    　　　　          　　　　　

(72)発明者  岡田　信幸
            愛知県刈谷市朝日町２丁目１番地　アイシン精機　株式会社内
(72)発明者  田口　義典
            愛知県刈谷市朝日町２丁目１番地　アイシン精機　株式会社内
(72)発明者  清水　勝
            愛知県刈谷市朝日町２丁目１番地　アイシン精機　株式会社内
(72)発明者  寺川　智充
            愛知県刈谷市朝日町２丁目１番地　アイシン精機　株式会社内
(72)発明者  宮崎　剛枝
            愛知県西尾市小島町城山１番地　アイシン・エーアイ　株式会社内
Ｆターム(参考) 3D041 AA04  AA30  AA38  AA45  AA57  AB01  AC04  AC11  AC17  AC29
　　　　 　　        AD02  AD04  AD07  AD10  AD41  AD47  AD51  AE03  AE04  AE12
　　　　 　　        AE16  AE17  AE18  AE19  AE22  AF01
　　　　 　　  3G093 AA04  BA05  BA08  BA09  CB05  DA01  DA06  DB05  DB10  DB15
　　　　 　　        DB21  EA02  EA03  EA09  FA04  FB01
　　　　 　　  3J057 AA02  GA23  GA44  GB02  GB04  GB05  GB12  GB14  GB26  GB30
　　　　 　　        GE07  HH02  JJ01
　　　　 　　  3J068 AA05  AA07  BB05  GA18

(16) JP 2004-116748 A 2004.4.15


	bibliographic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	overflow

